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戦
後
の
自
然
災
害
で
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
昭
和
25
年
９
月
13
日
、
鹿
児
島
県

に
上
陸
襲
来
し
た
キ
ジ
ア
台
風
で
す
。
こ
の
時
、
２
７
６
年
の
長
き
に
わ
た
り
不

落
を
誇
っ
た
錦
帯
橋
は
、
錦
川
の
増
水
に
伴
い
流
失
し
、
そ
の
一
部
は
周
防
大
島

の
海
岸
に
も
漂
着
し
た
そ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
、
翌
年
の
ル
ー
ス
台
風
で
は
大
畠

瀬
戸
の
鉄
塔
が
倒
壊
し
、
大
島
郡
全
域
が
停

電
に
な
る
と
い
う
非
常
事
態
と
な
り
、
久
賀

地
区
に
お
い
て
は
家
屋
の
全
壊
47
戸
、
半
壊

４
８
５
戸
、
浸
水
１
，０
３
６
戸
と
い
う
甚

大
な
被
害
を
出
し
ま
し
た
。

　

近
年
の
自
然
災
害
は
、
地
球
温
暖
化
に
よ

り
規
模
・
頻
度
と
も
に
年
々
拡
大
し
、
被
災

地
の
凄
惨
な
状
況
は
、
恐
怖
感
や
危
機
感
す

ら
覚
え
る
昨
今
で
す
。

　

本
町
で
は
、
重
点
施
策
の
一
つ
に
「
防
災

安
全
対
策
」
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
地
域
に
お
け
る
防
災
力
の
強
化
や
災
害
対
応

力
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
災
害
に
強
い

町
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
も
の
で
す
。
過
去
の
災
害
を
知
り
、
日
頃
か
ら
常
に

防
災
意
識
を
持
っ
て
、
災
害
に
備
え
て
お
く
こ
と
が
減
災
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
の
時
代
に
周
防
大
島
が
被
災
し
た
災
害
の
記
録
を
振
り
返
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

平成3年9月27～28日 台風 19号／県内全域で500億円以上の被害

平成5年7月4日 豪雨／最大日降水量145mm

平成5年7月17日 豪雨／最大日降水量181mm

平成7年7月3日 豪雨／最大日降水量180mm

平成9年9月14日 台風 19号／最大日降水量180mm、最大1時間降水量40mm

平成10年9月17日 台風 10号／最大日降水量180mm、最大1時間降水量35mm

平成13年3月24日 芸予地震／大島全域で震度5弱

平成16年6月24～27日 豪雨／総降水量291mm

平成16年9月7日 台風18号／橘病院南側からの越波により施設や車両に甚大な被害

平成17年7月1～4日 豪雨／総降水量429mm、
最大1時間降水量58mm

平成26年3月14日 伊予灘を震源とする地震
／周防大島町で震度4

平成30年7月6～7日 豪雨／土砂災害により
浮島地区で甚大な被害
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イ
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『
今
も
昔
も
災
害
と
の
闘
い
』
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昭和 26 年　浸水した久賀地区

平成 16 年９月　橘病院の駐車場

※ 降水量は安下庄地区で観測された記録


